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211000　URM を用 いた関東及び周辺地域の 汚染物質濃度シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
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ル で 、異なる
．
リ
1
イズ の メッ シ ュ を配 置 した領域 を同時 に解 く

能 力を特徴 として い る、，対 象領域 と して 東北 〜近 畿地 丿丿
1
の

領 1或に 1〔1× 10k ［rlの メッ シ ュ を南北 60 個 X 東 西 60 個配 置

し、さらに 関 東周 辺 で は 5 × 5km に細 分 化 した メソ シ．・L を南

9ヒ　58f 固 × 東ぽビ・16 傴1酉己i聲L た、，対
1
象 こL ピ ソ・．・ド1よ　1999 　臼三

12 月 8〜 10 目 で あ る 。 気象 デー．一タ には RAMS4 ，3 の f’測結

果を川 い 、全国
．
二 次 メッ シ ュ 排 出 燈 データ 及 び 関 東周 辺 は

JCAP 　I の 排 出 量デ…タ を川 い たt、化学 反 1心 メカ ニ ズ ム は

化 学種 数 94、反 応 式 数 252 の SAI）RC99 とした、，
3．　 計算結 果 と課題

図 2 に lz 月 9H 　 18時の No2 濃 度分布 の 実測 値と

計算結 果 を ノJkす、，埼 k 県 か ら群馬 、茨城 県 地 方 に か

けた 高 濃 度 の 分布 を再現 出 来 て い る が 、全体 的 に 濃

1．　 は じめ に

　2002 年 3 丿1に 終 r し た．」CAP 　I で は 、」去域 大 気 質 モ テ ル の

UAM −・A 卜：RO 及 び CIT を用 い 、冬季及 び 夏 季の 関東 地 方 にお ける汚染

物 質濃 度 を予 測 し、自動 車 排 気 規 制 に よ る低 減 効果 を評 価 した。そ の

際 、より広 域 か らの 汚染物 質 の 輸 送 の 考慮 、及 び沿 道 に お け ξ〕バ ッ ク グ

ラウン ド濃度 の より止 確 な f’測が 、さらなる精 度 向 1：へ の 課 題 として 残さ

れ た。そ こ で、2002 年 4Jl か ら1｝ll始 した JCAPII で は 、こ れ らの 課 題 に 対

応 す る新た な広 域 人 気質予 測 モ デ ル として URM を導入 し、濃度 P 測

の 高 精度化 、及 び 粒
’
r一状 物 質 の 数濃 度と粒 径 分布 の 予 測 、効 率 的 な

感度 解析 の 実 行な どに 取 り組 ん で い る、、本 発 表 で は 、URV を初め て 目

本 に適 用 した結果 を報 告 する．、

2． 計算 条件

URM は ジ三1
−一ジ ア 1：科 大学が 開 発 した広 域大 気質 モ デ

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 実測値

度 レ ベ ル は 実 測値よりも低 い 結 果とな っ た。また、図 3

に 東京神 田 の 常監 局に お け る N 軌 測 定 hrfl
’
と副 算 結 果

を時 系 列 で 示 す“こ ちらも濃 度 レ ベ ル は 実測 値 と比 1鮫

して や や 過小 で あるが 、濃度 の 変動 バ タ
ー一

ン が 良く再

現 され た。但 し、粒 子 状 物質 濃 度 の 予 測 精 度 は ま だ

ト分で あ るとは ti
’
え ず 、今 後 の 課 題 とな っ て い る、，

RAMS による 気 象現 象 の 再現 性 向 ．h とともに 、排 出 量

デ
ー

タの 精緻 化 、また URM の 特 徴を生 か した対象領

域 の 細 分 化 を行 い 、精度 向 Lを図る 予定である。
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